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児童館に
行こう !

ワクワクドキドキ ☆遊びがいっぱい

児童館は、みんなの遊び場です。
子どもはもちろん、子どもの遊びや
生活に関心がある大人たちの活動・
交流の場でもあります。区内に児童
館機能を持つ施設は、住区センター
も含め、51カ所あります。交流を深
め、お互いを生かしあう場所として、
児童館を利用しましょう。

お問い合わせは、指導相談係へ　3880 ―5868

子育ては、みんなですれば楽しいよ

地域の中で「子育てって楽しいね」と
言い合える仲間をつくるための場所で
す。また、自主的な活動をしているグル
ープもあり、「子育て親子ふれあい講座」
は、保護者による企画です。活動日以外
の午前中も遊具を出して遊べるので、い
つでも親子で楽しめます。
※ 学校が休みの日および放課後は、小・
中学生の利用が中心となります

児童館は、安心できる子どもの
居場所です
最近、子どもが巻き込まれる事件が

増加しています。児童館なら、友達も
いっぱいいるし、職員もついているの
で安心です。

児童館って、こんなところ
□ 心と体を全開。みんなで作ろう、遊ぼう
年齢が違っても、ドッジボールやコマなど、子どもたちは一緒に

汗をかきながら、毎日元気いっぱい遊びまわります。いろいろな材
料や道具を使い、工作や手芸、料理なども
します。自分で作った作品は世界に一つだ
けの宝物、料理の味は格別です。
□ 子どもがつくる
人形劇・スポーツ大会・お祭りなど、年
間をとおして▽ ク▽ クするイベントがあり
ます。子どもたちが自ら実行委員会に参加
し、企画から作り上げていくイベントは特
に熱が入ります。

▲ 「新聞紙で遊ぼう」
は子どもに人気です

☆木工カーレース
( 西新井栄町住区セン

ター児童館)

木
片
を
利
用
し
て
作

る
車
体
に
付
け
る
夕

イ
ヤ
も
、
や
は
り
木

片
で
作
り
ま
す

車
体
と
タ
イ
ヤ
に

色
や
模
様
を
付
け

ま
す

▲ 職員手作りのサーキット。だ
れの車が速いかな

☆ミニスポーツ六会
( 梅田住区センター児童館)

ど
っ
ち
の
カ
ゴ
が

い
っ
ぱ
い
入
っ
て

る
か
な

▲ ゆらさな
いで～

オ
ー
エ
ス
、オ
ー
エ
ス
、

負
け
な
い
ぞ
ー

地域の幅広い世代の人と交流
経験豊かな人
生の先輩から囲
碁・将棋や卓球
などを教えても
らい、世代を超
えて親しくなっ
ています。 ▲ 年齢差があっても友

達です

中学・高校生のホットスペース
中学・高校生がホッとできる場所にも

なります。自分たちで考え、運営し、仲
間と共に自分自身も成長できます。児童
館行事のボランティアとしても活躍中。

障害のある子もない子も一 緒に遊ぼう

地域の中で、障害がある子もない子も
参加したい子どもはだれでも遊べます。
千住、西部、西保木間の各児童館では、
定期的に一緒に遊べる行事(「みんなで遊

ぼう」など) を行っています。

子どもも大人も気軽に相談
子育て相談
子育てについて疑 問に思っているこ

と、困っていること、遊びについてなど
気軽に相談できます。
子ども相談
友達や遊びについてなど、子どもから
の相談も受け付けています。
※ 相談は、千住、西部、西保木間児童館
で受け付けています

区・ホームページで住区推
進課を開くと、児童館のホー
ムページを見ることができま
す。活用してください

開
館
時
間
=
▽
4
月
～
9
月
…
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
▽
1
0
月
～

3
月
…
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
対
象
=
就
学
前
の
乳
・
幼
児
(
保

護
者
同
伴
)
か
ら
1
8歳
ま
で
の
子
ど
も
と
、
子
ど
も
に
関
わ
る
大
人

休
館
日
=
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
、
館
内
清
掃
日
(
一
部
の
児
童
館

・
東
伊
興
生
活
館
・
桑
袋
地
域
集
会
所
は
、
月
曜
日
も
休
館
)

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
宿
泊
施
設
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

4
・
5
面
▽
「
は
る
か
ぜ
」
に
乗
っ
て
、
区
内
散

歩
/
新
線
ま
ち
め
ぐ
り

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド

8
面
▽
▽
▽
協
働
し
て
「
力
強
い
足
立
区
」
を
め

ざ
し
ま
す
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

情報キャッチ! !

好きです。あだち
4月26日～5月2日

午前9 時30分/ 午後0 時30分/

午後6 時

ケーブルTV足立( 9CH)

葦

立
ち

「
羅
針
盤
」

年
度
が
変
わ
り
「
安
心
と
明
る
い

未
来
を
育
む
」
1
6年
度
予
算
の
執
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
1
4日
に
は
、
基
本
構
想
審
議

会
か
ら
、
区
民
の
方
が
参
加
し
て
検

討
を
重
ね
た
基
本
構
想
の
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は

広
報
紙
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、「
協
働
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、

経
済
の
活
性
化
、
安
全
と
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
、
文
化
と
教
育
を
高
め
る

と
い
う
3
つ
の
基
本
的
な
方
向
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
答
申
を
基
に
、
区
で
は
基
本

構
想
を
策
定
し
、
合
わ
せ
て
区
の
計

画
や
施
策
を
具
体
的
に
組
み
立
て
る

基
本
計
画
づ
く
り
に
着
手
し
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
る
と
、
景

気
の
状
況
も
上
向
き
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
景
気
回
復
に
寄
せ
る

期
待
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、
教
育
の
課
題

以
外
に
も
、
犯
罪
の
多
発
と
治
安
の

悪
化
、
テ
ロ
や
災
害
の
脅
威
、
環
境

や
自
然
破
壊
、
狂
牛
病
や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
成
熟
し
た
文
明
社

会
が
内
包
す
る
と
言
わ
れ
る
諸
問
題

の
な
か
で
、
区
の
将
来
展
望
を
は
っ

き
り
と
見
据
え
、
道
筋
を
つ
け
て
い

く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。
基
本

構
想
は
、
区
の
進
む
べ
き
方
向
を
定

め
る
、言
わ
ば
羅
針
盤
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
基
本
計
画
は
年
内
に
策
定

し
、
そ
の
案
は
区
民
の
皆
さ
ん
に
お

示
し
し
ま
す
。
足
立
の
未
来
を
共
に

創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 16年4 月1 日現在　外国人含む)　世帯数: 292, 559　人口: 644, 522人(男: 325, 168人、女: 319, 354人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
4 月27 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

◆ 申込 … 申し込み方法
◆ 期限 … 申し込み期限

◆ 場 ・申・問先 … 場所・

申し込み先 ・問い合わせ先
◆ 費用の記載の ないものは無料

◆ ( HP)…ホ ームペ ージアドレス
◆ □ … E メ ールアドレス

あ
だ
ち
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
=
5
月
1
1
日
㈹
、
午
前
1
0
時
～

正

午

場
所
=

区

役
所
庁

舎

ホ

ー
ル

内

容
=

歌
(

こ
ん

の
ひ
と

み
氏

・
N
H
K

み

ん
な

の
歌

「
パ
パ
と

あ
な

た

の
影

法
師

」
作

者
)
/

パ
ネ

ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
(

今

の
子

育

て
を

考

え

る

「
新

た

な
地

域
連
帯

で
足

立

の

子

育
て

支
援

を

」
)

※
パ
ネ

ラ

ー
…

柏
女

霊
峰

氏
(

淑

徳
大
学

社
会

学

部

教
授
)

ほ
か

。
く

わ
し
く

は

ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

で
も

ご
覧

に
な

れ
ま

す

定

員
=
1
0
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=

電
話

申

・
問

先
=

こ
ど

も
家
庭

支
援

セ

ン

タ
ー
　
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
a
z
e
n
o
k
o
.
c
i
t
y
.

a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

5
月
1
0日
オ
ー
プ
ン
「
子

育
て
サ
ロ
ン
鹿
浜
」・
「
子

育
て
サ
ロ
ン
元
宿
」

利
用
日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
休
館
)

場
所
=

子
育
て
サ
ロ
ン
鹿
浜
(

鹿
浜
5
-
2
5
-
1
1

区
立
鹿
浜
幼
稚
園
内
)
/

子
育

て
サ
ロ
ン
元
宿
(
千
住
桜
木
I
-
1
6
-
2

区
立
元
宿
幼
稚
園
内
)

対
象
=
O

～
3

歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者

内
容
=

親
子
で
自
由
に
遊
ん
だ

り

、話
し
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

一
部
、
幼
稚
園
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
あ
り
ま
す

問
先
=
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

各
種
相
談
案
内

□
障
害
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

日
時
=
▽
月
・
水
・
金
・
土
曜
日
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
▽
火
・
木

曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
8
時
内

容
=
心
身
に
障
害
を
持
つ
方
へ
の
様

々
な
相
談
/
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

提
供
、
利
用
援
助
/
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
よ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

□
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(
要
予
約
)

日
時
等
=
▽
聴
覚
障
害
…
火
曜
日

▽
肢
体
障
害
…
土
曜
日
▽
視
覚
障

害
・
:
木
曜
日
い
ず
れ
も
時
間
は
、

午
前
1
0
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
3

時

内
容
=
聴
覚
、
肢
体
、
視
覚
の

障
害
当
事
者
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま

す□
き
こ
え
の
相
談
(
要
予
約
)

日
時
=
木
曜
日
(
第
3
木
曜
日
を
除

く
)
、
午
前
1
0
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～

3
時

内
容
=
き
こ
え
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
方
の
た
め
に
、
聴
力
検

査
と
相
談
を
行
い
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
自
立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

(
F
A
X
)
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

□
障
害
者
が
働
く
こ
と
に
関
す
る
相

談日
時
=
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時

内
容
=
心
身
障
害
者

が
働
く
た
め
・
働
き
続
け
て
い
く
た

め
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

問
先
=

雇
用
支
援
室(

5
6
8
1
)
0
1
3
3

(
F
A
X
)
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

□
発
達
に
心
配
の
あ
る
乳
幼
児
に
関

す
る
相
談

日
時
=
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

内
容
=
乳
幼
児
の
発

達
に
遅
れ
が
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
心

配
の
あ
る
家
族
の
相
談
を
受
け
付
け

ま
す

問
先
=
幼
児
発
達
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

(
F
A
X
)
(
5
6
8
1
)
0
1
3
8

高
齢
者
の
方
に
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
▽
5
月
1
1
日
㈹
・
1
8
日
㈹

・
:千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿

町
3
7
-
6
)

▽
5
月
1
4日
㈲
・
2
8日

宇
…
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
(
竹
の
塚

2
-
2
5
-
1
7
)
受
付
=
午
前
9
時
～

午
後
3
時
1
0分

対
象
=
区
内
在

住
で
7
3歳
以
上
の
方

定
員
=
各
日
4
8

人
(
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

ご
存
知
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

身
体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
手
帳
で
す
。
障
害
(
視
覚
、
聴

覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
、
言
語
、
そ

し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
不
自
由
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直

腸
、
小
腸
、
免
疫
機
能
)
の
程
度
に

よ
り
、
1
～
6
級
の
等
級
が
あ
り
ま

す
。
手
帳
の
交
付
に
必
要
な
診
断
書

用
紙
は
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

す
。な

お
、
手
帳
取
得
後
は
、
補
装
具
、

日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付
相
談
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
申
・
問
先
=
各
福

祉
事
務
所
(
表
1
)

□
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が

各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
手
帳
で
す
。
障
害
の
程

度
で
1
～
4

度
の
等
級
が
あ
り
ま

す
。
申
・
問
先
=
▽
1
8歳
以
上
の
方

…
都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8歳
未
満
の
方
…
都
・
足
立
児
童

相
談
所

(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

―
―
い
ず
れ
も
―
―

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
に
該

当
す
る
場
合
は
必
ず
福
祉
事
務
所
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
・
:住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
/
氏
名
が
変
わ
っ
た

と
き
/
死
亡
し
た
と
き
/
手
帳
を
紛

失
・
破
損
し
た
と
き

問
先
=
各
福

祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧
福
祉
手
当
(
国
制
度
)

を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の

2
月
～
4
月
分
を
、
届
け
出
た
預
金

口
座
に
5
月
1
4日
ご
ろ
振
り
込
み
ま

す
。
問
先
=
障
害
給
付
係

講
演
会
「
思
春
期
っ
て
何
?

」見

つ
め
て
み
よ
う
子
ど
も
の
心

日
時
=
5
月
2
8
日
叫
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
思
春
期
の
子
ど
も
を

持
つ
親

内
容
=
大
き
く
変
化
す
る

思
春
期
の
子
ど
も
の
心
を
理
解
し
支

え
る
た
め
に
、
親
と
し
て
何
を
す
れ

ば
良
い
の
か
を
考
え
ま
す

講
師
=

伊
藤
直
文
氏
(
大
正
大
学
臨
床
心
理

学
教
授
)

定
員
=
4
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

中
央
本
町
赤
ち
ゃ
ん
広
場

～
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
相
談
～

日
時
=
5
月
1
1
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
(
受
け
付
け
は
、
午
後
1

時
1
5
分
～
1
時
2
5
分
)
※
今
後
は

月
に
1
回
開
催

対
象
=
4
ヵ
月
健

診
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内

容
=
同
じ
く
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育

て
て
い
る
方
同
士
の
交
流

申
込
=

電
話

場
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。胃
の
検
診
で
は
、ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0
㏄
程
度
の
採
血
で
済
み
ま
す
の

で
、気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。日
程

・
内
容
等
=
表
2
(
②
X
線
撮
影
法
胃

が
ん
検
診
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
み
で
受
診
可
)
対
象
=

3
5
歳
以
上
の
区
民
※
胃
を
切
除
し

た
方
、胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
要
精
密
検
査
と

な
っ
た
方
は
除
く
。じ
ん
不
全
の
方

は
X
線
撮
影
法
の
み
可
。い
ず
れ
の

場
合
も
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
受
診

も
可
定
員
=
5
0
～
8
0
人
※
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は

、
希
望
日
の
翌

々
月
に
な
っ
た
り

、
受
診
場
所
が
ほ

か
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所

、
氏
名
(

フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日

、
年
齢
、
性
別

、
電

話
番
号

、
表
2

よ
り
胃
が
ん
検
診
名

(
①
血
液
検
査

②
X

線
撮
影
の
い

ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、
検
診
日

、受

診
場
所
を
第
3

希
望
ま
で
明
記

期

限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5
日
必
着

※
受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
6

月
を
希
望
す
る
場
合

、
5
月
1
5
日
必

着

。
受
診
票
の
送
付
は
5
月
3
1
日
)

申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0・
0
0
1
1

中
央
本
町
1
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表2　 消化器がん検診日程
①血液検査( ペプシノゲン法) + 検便

②X 線撮影+ 検便

※印 の日程は午後、それ以外は午前に実施

5 月 の休日 接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。　　《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

健康カレンダー　5月の予定
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子
宮
が
ん
検
診

初
め
て
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
前
年
に
受

診
(
誕
生
月
か
ら
半
年
以
内
)
し
た

方
は
、
今
年
の
誕
生
月
に
受
診
票
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
な
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
※
過
去
1
年
以

内
に
、
区
お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同

種
の
検
診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
で
3
0歳
以
上
の
女

性

内
容
=
子
宮
が
ん
検
診

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
子
宮
が
ん

検
診
希
望
を
明
記

※
お
よ
そ
2
週

間
後
に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

食
と
健
康
教
室
「
若
さ
を
保
つ

野
菜
の
パ
ワ
ー
」
(
2
日
制
)

日
時
=
5
月
1
7
日
㈲
・
2
4
日
㈲
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

内
容
=
ど
ん
な
野
菜
に
ど
ん
な
パ
ワ

ー
が
あ
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
体
験
し

て
学
び
ま
す

定
員
=
3
0
人
(
先
着

順
)

持
ち
物
=
筆
記
用
具

申
込
=

電
話
(
要
予
約
)

場
・
申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄

養
　
　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

食
と
健
康
教
室
「
上
手
に
食
べ
て

ダ
イ
エ
ッ
ト

」
(
2
日
制
)

日
時
=
5
月
1
1
日
収
・
2
5
日
収
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
=
体
重
が
気
に
な
る
方
、
生
活

習
慣
病
で
減
量
が
必
要
な
方

内
容
=

講
義
「
太
り
に
く
い
食
べ
方
の
コ

ツ
お
教
え
し
ま
す
」
/
余
分
な
体
脂

肪
を
減
ら
す
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操

ほ
か

定
員
=
2
5人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
と
健
康
教
室
「
め
ざ
せ
ウ
ェ
ス
ト

ダ
ウ
ン

体
に
や
さ
し
い
ダ
イ
エ
ッ

卜
法

」(
3
日

制
)

日
時
=
5
月
1
2日
南
・
1
9日
㈲
、
6

月
9
日
伽
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0

分

内
容
=
講
義
「
美
し
く
や
せ
る

た
め
の
食
生
活
」
/
ウ
エ
ス
ト
を
細

く
す
る
体
操
/
お
役
立
ち
メ
ニ
ュ
ー

の
実
演
ほ
か

定
員
=
2
5
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健

栄
養
　
　
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6

水
・
食
品
・
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど

の
検
査
を
受
け
付
け
ま
す

飲
料
水
や
プ
ー
ル
水
、
雑
用
水
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
原
因

物
質
、
食
品
中
の
細
菌
、
O
1
5
7な
ど

の
検
査
を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、

「
水
道
法
」
や
「
建
築
物
に
お
け
る

衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
が
改
正
さ
れ
、
水
質
検
査
の
項

目
の
変
更
や
、
室
内
空
気
の
検
査
が

ビ
ル
の
管
理
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
問
先
等
=
表
3

表3　 主な検査項目および料金一覧( 抜粋)

※ いずれも検査は衛生試験所が行います

乳
が
ん
手
術
後

間
も
無
い
方
の
交
流
会

日
時
=
5
月
1
3
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在
住

で
乳
が
ん
手
術
を
受
け
た
方

※
特

に
術
後
期
間
は
問
い
ま
せ
ん

内
容
=

同
じ
体
験
者
同
士
の
情
報
交
換
や

語
り
合
い
、
交
流
を
と
お
し
て
、
手

術
後
の
不
安
を
解
決

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

5
月
中
旬
か
ら
、「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

す
べ
て
の
方
が
明
る
く
豊
か
に
暮
ら

す
た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

年
金
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
や
健
康

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
世
帯

に
は
、
5
月
中
に
調
査
員
が
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
6
月
1
0日
以
降
に

再
度
訪
問
し
、
調
査
項
目
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
上
で
、
調
査
票
を
回
収

し
ま
す
。
問
先
=
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

大
き
な
お
風
呂
で
温
泉
気
分

こ
ど
も
の
日
は
し
ょ
う
ぶ
湯
へ

日
時
=
5
月
5
日
㈲
、
各
銭
湯
営
業

時
間

場
所
=
区
内
の
各
銭
湯

費

用
=
▽
6
5歳
以
上
…
2
0
0
円

▽
小
学

生
:
5
0円

▽
6
歳
未
満
・
:無
料

※
当
日
、
番
台
・
フ
ロ
ン
ト
で
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
な
ど

は
不
要

問
先
=
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

お
酒
の
問
題
を
抱
え
る
方
へ

日
時
=
5
月
1
9
日
伽
、
6
月
1
6
日
伽
、

7
月
2
1
日
團
、
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～

3
時
3
0分

対
象
=
お
酒
を
や
め

た
い
方
、
や
め
さ
せ
た
い
家
族
の
方

内
容
=
専
門
医
を
交
え
、
グ
ル
ー
プ

で
お
酒
に
つ
い
て
考
え
ま
す

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

住
宅
地
な
ど
で
の
農
薬
便
用

樹
木
の
害
虫
を
防
除
す
る
た
め
に

農
薬
を
散
布
す
る
と
、
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
る
の
で
、
区
で
は
薬
剤
の

散
布
は
最
小
限
に
し
て
い
ま
す
。
樹

木
を
所
有
す
る
区
民
の
皆
さ
ん
は
、

害
虫
を
早
期
発
見
し
、
で
き
る
限
り

せ
ん
定
や
捕
殺
な
ど
で
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
農
薬
を
散
布

す
る
場
合
に
は
、
薬
剤
の
用
法
・
用

量
な
ど
、
説
明
書
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
薬
剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、
隣

近
所
に
迷
惑
の
掛
か
ら
な
い
よ
う
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
会
・
自
治

会
で
駆
除
す
る
方
の
た
め
に
、
各
区

民
事
務
所
で
は
動
力
噴
霧
機
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
学
校
、
公
園
、
街
路
樹
に
つ
い

て
は
、
各
管
理
者
が
駆
除
し
ま
す
。

※
予
防
的
な
散
布
は
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん

問
先
=
住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

幼
児
グ
ル
ー
プ
「
じ
ゃ
ん
け

ん
ぽ
ん
」仲
間
募
集

日
時
=
5
月
2
5
日
収
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
1
1
時
3
0
分
※
毎
月
第
4
火
曜

日

対
象
=
1

歳
6
ヵ
月
か
ら
3
歳

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

内
容
=

親
子
で
で
き
る
遊
び
や
、
子
育
て
情

報
の
交
換
を
と
お
し
て
の
仲
間
づ
く

り

定
員
=
2
5人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

5 月 の献血
皆さんのご協力をお願いします。

問先= 東京都東赤十字血液センター
5682―2803

区・衛生管理係　　　　3880 ―5891

在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 5月の家族介護者教室

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
7
・
8
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
振
興
公

社
の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る

申
込
(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
(
1

グ
ル
ー
プ
1
枚
の
み
)
期
間
=
5

月
1
日
～
1
0
日
必
着
(
抽
選
結
果
を

5
月
3
1日
ま
で
に
郵
送
)
当
選
者

受
付
=
6
月
1
0日
ま
で
に
公
社
各
施

設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

(こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

□
空
き
室
の
利
用

《
7
・
8
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回

は
6
月
1
1
日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設

で
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
4
・
5
・
6
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
※
仮
予
約
後
、
3日
以
内

ま
た
は
利
用
初
日
の
3
日
前
の
ど
ち

ら
か
近
い
日
ま
で
に
お
近
く
の
公
社

施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン

セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)
。
湯
河
原

あ
だ
ち
荘
、
那
須
・
森
の
家
の
み
、

利
用
初
日
の
2
日
前
と
前
日
の
空
室

を
各
保
養
所
で
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。
延
泊
希
望
も
対

応
し
ま
す
(
料
金
は
現
地
払
い
)
。
た

だ
し
、
利
用
初
日
の
2
日
前
が
休
館

日
の
場
合
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

□
保
養
所
(
湯
河
原
、
那
須
)
の
団

体
利
用
募
集

利
用
日
等
=
表
4

表4　 団体利用

※ 受付開始時刻に複数団体がいた場合は申し込みの順
番を抽選します。公社の各施設でも団体利用案内ちら
しを配付しています

● 各施設利用案内7 ・8 月利用分

※利用申し込みは2 人以上。1グループ、ハガキ1 通でお願いします
※日光・山中湖林間学園、鋸南自然の家、上総湊健康学園、鹿沼野外レクリエー
ションセンターが利用できる日も、学校などが利用し空室が一部しかない場合
があります

問先= 団体利用については、地域支援課振興係
3880―5855

それ以外は公社各施設へ

◎ 訂正とおわび　あだち広報4月10日号3面、少年活動リーダー講座「HOW　TO　 キャンプ」の記事に、誤りがありました。訂正しておわびします。
【正】修了証は夏休み期間中に限らず、年間をとおしてキャンプ場を利用する際に必要となります。 《青少年センター》
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～「はるかぜ」に乗って、区内散歩～

ちょっとそこまで行こうよ!
地域に定着してきたコミュニテイバス

「はるかぜ」は、現在、区内に6 路線が
運行しています。小型のバスなので細い
道でも走行でき、区内をぶらっと散歩気
分で利用できるとても便利な「区民の足」
です。 ※ 紹介する施設などの開館時間・
休館日・イベントについては、直接施設
にお問い合わせください

小脇
に 抱

え …

あだちスタンプラリー・
あだちタウンガイド (どちらもA5 判)

区の名所をまとめたハン
ドブックがあります。 問先=
▽ あ だちスタンプラリー

…観光協会( 経済観光課内)
3880- 5853

▽ あだちタウンガイド… 広報係　　　　　3880- 5815

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と

景
品
が
も
ら
え
る
よ

区
内
を
6
地
域
に

分
け
て
紹
介

は
る
か
ぜ
第
1
弾

西
新
井
駅
東
口
～
足
立
区
役
所
～
綾
瀬
駅
東
口

□
東
綾
瀬
公
園
～
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
(
東
綾
瀬
三
丁
目

～
谷
中
二
丁
目
)
「
綾
瀬
駅
東
口
」
下
車
す
ぐ

逆
U
字
型
を
し
た
東

綾
瀬
公
園
に
は
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
や
野
球
場

が
あ
り
、
年
齢
を
問
わ

ず
楽
し
め
る
公
園
で

す

。し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
に

は
7
0種
6

千
5
0
0株
の
(

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
群
生
し
て

い
ま
す
。見
ご
ろ
は
6
月

上
旬
で
、
6
月
に
は
、し

ょ
う
ぶ
田
の
中
に
木
道

が
で
き
ま
す
。

▲ 今年ももうじきハナショウブの季節

□東
京
武
道
館
(
綾
瀬
3
-
2
0
-
1
)
「
綾
瀬
駅
東
口
」

下
車
、徒
歩
5
分
　
　
　
　
(
5
6
9
7
)
2
1
1
1

大
武
道
場
を
は
じ

め
、
弓
道
場
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
が
あ
り
、
個
人
利

用
も
で
き
ま
す
。

毎
年
1
月
に
は
、

「
成
人
の
日
の
集

い
」
が
こ
こ
で
開
か

れ
ま
す
。

▲ 東京武道館でいい汗か
いて、気分爽快

【こ
こ
に
も
足
を
延
ば
し
て
】

▽
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
(
東
綾
瀬
3
-
4
-
1
)
「
綾

瀬
駅
東
口
」
下
車
、
徒
歩
1
0分(

5
6
1
6
)
2
5
0
0

開
閉
式
ド
ー
ム
を
持
つ
室
内
プ
ー
ル
が
人
気
で
す
。

▽
青
和
ば
ら
公
園
(
青
井
3
-
1
8
-
1
5
)「日
商
岩
井

綾
瀬
マ
ン
シ
ョ
ン
」
下
車
、
徒
歩
5
分

毎
年
5
月
中
旬
に
な
る
と
、
4
0種
5
0
0
株
の
バ
ラ
が
鑑

賞
で
き
ま
す
。

※
は
る
か
ぜ
第
1
弾
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

日
立
自
動
車
交
通
　
へ
　
　
(
5
6
8
2
)
8
2
9
4

は
る
か
ぜ
第
2
弾

綾
瀬
駅
～
北
綾
瀬
駅
入
口
～
六
ツ
木
都
住

□
郷
土
博
物
館
(
大
谷
田
5
-
2
0
-
1
)
「
辰
沼
団
地
」

下
車
、
徒
歩
1
0分

※
亀
有
か
ら
東
武
バ
ス
も
出
て
い

ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

区
の
歴
史
や
民
俗
な

ど
の
資
料
が
保
存
・
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。併

設
の
臨
渕
亭
を
借
り

て
、茶
道
や
華
道
な
ど

の
習
い
ご
と
に
利
用
で
き

ま
す
。

郷
土
博
物
館
の
日
本
庭
園

□
六
木
水
の
森
公
園
～
神
明
水
の
森
公
園
(
六
木
三
丁

目
～
神
明
三
丁
目
)「
六
ツ
木
都
住
」下
車
す
ぐ

「
六
木
水
の
森
公
園
」
に
は
、
直
径
4
m
の
水
車
や
、

足
踏
み
で
回
す
水
車
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
神
明
水
の
森

公
園
」
で
は
、
高
さ
1
0
mの
風
車
が
川
の
水
を
引
き
込

ん
だ
池
で
か
え
る
な
ど
が
観
察
で
き
ま
す
。
水
路
で
遊

び
、自
然
を
楽
し
め
る
、全
長
2
㎞
の
散
策
コ
ー
ス
で

す
。

▲ 水と緑を感じて…

水
車
で
遊
べ
ま
す

【
こ
こ
に
も
足
を
延
ば
し
て
】

▽
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
1
-
5
-
1
7
)

「
東
綾
瀬
区
民
事
務
所
前
」
下
車
、
徒
歩
3
分

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

乳
幼
児
と
保
護
者
が
の
び
の
び
遊
べ
る
「
子
育
て
サ

ロ
ン
」
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
「
子
育
て
グ

ル
ー
プ
広
場
」
が
あ
り
ま
す
。

※
は
る
か
ぜ
第
2
弾
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

朝
日
バ
ス
越
谷
営
業
所
へ0

4
8
(
8
7
0
)
5
1
7
0

は
る
か
ぜ
第
3
弾

西
新
井
駅
西
口
～
七
曲
～
舎
人
団
地

□
西
新
井
大
師
(
西
新
井
1
-
1
5
-
1
)
「
大
師
前
交
差
点
北
」
下
車
、

徒
歩
3
分

毎
月
2
1日
の
縁
日
に
は
、
境
内
や
参
道
に
出
店
が
並
び
ま
す
。
藤
棚
も

あ
り

、
夏
に
は
風
鈴
祭
り
が
催
さ
れ
ま
す
。「
縁
日
」
と
聞
い
て
心
ウ
キ

ウ
キ
し
て
く
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

▲ 西新井大師の藤棚。毎年多くの
人を楽しませています

□
舎
人
公
園
(
古
手
谷
一
丁
目
、
皿
沼
三
丁
目
ほ
か
)
「
舎
人
公
園
」
下

車
す
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
3
8
5
7
)
2
3
0
8

野
球
場
、
陸
上
競
技
場
な
ど
を
備
え
た
総
合
公
園
。
夏
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
場
や
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
(
毎
年
7
月
オ
ー
プ
ン
)
も
楽
し
め
ま
す
。

【
こ
こ
に
も
足
を
延
ば
し
て
】

▽
伊
興
遺
跡
公
園
(
東
伊
興
4
-
9
-
1
)
「
伊
興
小
学
校
前
」
下
車
、

徒
歩
1
5分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

伊
興
周
辺
で
発
見
さ
れ
た
遺
物
を
展
示
。
約
千
5
0
0
年
前
の
住
居
の
様
子

が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
舎
人
公
園

の
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池

※
は
る
か
ぜ
第
3
弾
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
興
業
バ
ス
川

口
営
業
所
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
4
8
(
2
5
2
)
5
8
8
0

は
る
か
ぜ
第
4
弾

鹿
浜
都
市
農
業
公
園
～
西
新
井
駅
東
口

～
梅
島
駅
～
足
立
区
役
所

□
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
こ
ど
も
科
学
館

(栗
原
1
-
3
-
1
)
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
東
」
下
車
、
徒
歩

3
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

こ
ど
も
科
学
館
に
は
、
宇
宙
旅
行
を
体
感
で
き
る
マ
ザ
ー
シ

ッ
プ
や
、
銀
河
系
な
ど
の
神
秘
に
満
ち
た
宇
宙
を
映
し
出
す
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
り
ま
す
。
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
落
語
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
(
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、

公
社
ニ
ュ
ー
ス
「と
き
め
き
」
参
照
)
。

▲ ギャラクシティは、建物の
外観がユニークです

□
北
鹿
浜
公
園
(
鹿
浜
3
-
2
6
-
1
)
「
鹿
浜
中
学
校
前
」
下

車
、
徒
歩
3
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
3
8
9
7
)
8
0
3
0

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
や
足
踏
み
式
ゴ
ー
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
横

断
歩
道
が
あ
る
コ
ー
ス
で
遊
び
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
べ
ま

す
。
園
内
を
ミ
ニ
列
車
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

【
こ
こ
に
も
足
を
延
ば
し
て

】

▽
都
市
農
業
公
園
(
鹿
浜
2
-
4
4
-
1
)
「
鹿
浜
都
市
農
業
公
園
」

下
車
す
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
3
8
5
3
)
4
1
1
4

稲
刈
り
な
ど
の
農
業
体
験
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
教
室
が

あ
り
、
季
節
に
応
じ
た
催
し
や
、
四
季
折
々
の
植
物
が
楽
し
め

ま
す

。

▽
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
(
梅
島
1
-
3
3
1
7

、梅
島
2
-
1
7
-
2
)

「
梅
島
駅
前
」
下
車
、
徒
歩
5
分

姉
妹
都
市
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
の
友
好

親
善
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
州
鳥
・
ブ
ラ
ッ
ク

ス
ワ
ン
(
黒
鳥
)
や
ユ
ー
カ
リ
の
木
が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
へ
小
旅
行
気
分
を
楽
し
め
ま
す
。

▲ 親子で楽しめる北鹿浜公園

※
は
る
か
ぜ
第
4
弾
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、東
武
バ
ス

セ
ン
ト
ラ
ル
西
新
井
営
業
所
へ
　
　
　
　
(
3
8
8
8
)
1
3
3
1

は
る
か
ぜ
第
5
弾

北
千
住
駅
西
側
地
域
循
環

□
学
び
ピ
ア
2
1
(
千
住
5
-
1
3
-
5
)
「
学
び
ピ
ア
前
」

下
車
す
ぐ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
(
　
5
8
1
3
-
3
7
3
0
)

や
中
央
図
書
館
(
　
5
8
1
3
-
3
7
4
0
)

が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は
、
約
5
3万
冊
の
蔵
書

に
加
え
、
C
D

や
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、
河
川
敷
の
緑
の
中
で

読
書
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲ 図書館、講堂、レ
ストランなどがあ
る学びピア21

□
蔵
の
ま
ち
(
千
住
周
辺
)

歴
史
的
な
建
物
や
古
き
面
影
を
残
し
て
い
る
町
並

み
は
、
人
情
味
あ
ふ
れ
下
町
の
雰
囲
気
を
今
も
残
し

て
い
ま
す
。
千
住
に
残
る
蔵
は
約
5
0棟
。
今
も
住
居

や
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

【こ
こ
に
も
足
を
延
ば
し
て
】

▽
虹
の
広
場
周
辺

「
学
び
ピ
ア
前
」
下
車
す
ぐ

荒
川
は
区
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
夏

に
は
花
火
大
会
、
秋

に
は
区
民
ま
つ
り
の

会
場
と
し
て
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

▲ 本物の蔵を改造し
た喫茶店

区
民
ま
つ
り
の
時
は
、大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
※
は
る
か
ぜ
第
5
弾
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
㈱
新
日
本
観
光
自
動
車
へ(5

6
8
1
)
3
7
8
3

は
る
か
ぜ
第
6
弾
、
4
月
1
5日
か
ら
運
行

鹿
浜
五
丁
目
団
地
～
加
賀～江

北
～
北
千
住
駅

は
る
か
ぜ
第
6
弾
は
、
4
月
1
5日
か
ら
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
約
9
㎞
を
4
5分
で
結

び
ま
す
。

□
(
仮
称
)
日
暮
里
・
舎
人
線
に
沿
っ
て

江
北
一
丁
目
～
江
北
六
丁
目
付
近

1
9年
度
開
業
予
定
の
(
仮
称
)
日
暮
里
・

舎
人
線
に
一
部
並
行
し
て
走
っ
て
い
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。
は
る
か
ぜ
に
続
き
新
線
が

開
業
す
る
と
、
地
域
は
さ
ら
に
便
利
に
な
り

ま
す
。

( 仮称) 日暮里・舎人
線の工事は、着々と
進んでいます( 江北
陸橋付近)

▲ 4 月15日には、江北平成公園
で記念式典が行われました

※ はるかぜ第6 弾についてのお問い合わせは、
㈱新日本観光自動車へ　　　5691- 3783

コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス

「 は る かぜ 」 につ い

て、 く わしく は各 バ
ス会 社、 また は交通
計 画 係 へ

3880 ―5936

注1: 地図中の(　) は、開業
した順を表しています

注2: ( 6) の● はバス停です

都バス「王子駅・ハートアイランド循環」
4 月1 日から運行を開始し ました。この路線は、新田三丁目

先のハートアイランド地区と王子駅( 北区) を結びます。

第
5

回

区

政

モ

ニ

タ

ー

ア

ン

ケ

ー

ト

集

計

結

果

区
で
は
、
毎
回
区
政
に
関
す
る

テ
ー
マ
を
決
め
、
定
期
的
に
モ
ニ

タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
第
5
回
の
集
計
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。
集
計
結
果
=

グ
ラ
フ
1

内
容
=

「
子
育
て
・
保
育
の

現
状
」
に
つ
い
て
1
9
2人
に
ア
ン
ケ

ー
ト

調
査
=
2

月
1
3日
～
2
7日

回
答
人
数
等
=

▽
郵
便
…
1
3
9人

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
4
9
人
※

計
1
8
8
人
(
回
答
率
9
7
・
9
%
)
ア

ン
ケ
ー
ト
の
報
告
書
は
、
区
政
情

報
室
、
区
内
各
図
書
館
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
結
果
は
今
後
の
区
政

運
営
に
役
立
て
て
い
き
ま
す

問

先
=
広
聴
相
談
係

問
　
今
後
、足
立
区
が
充
実
さ
せ
る
べ
き

事
業
に
つ
い
て

。
あ
な
た
は
ど
う
お
考
え
で

す
か
。
3つ
以
内
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

グラフ1　 区政モニターアンケート集計結果

第
1
回
「
芭
蕉
と
歩
こ
う
」参
加
者
募
集

～

行
春

や
鳥
啼
魚

の
目

は
泪
～

日
時
=
5
月
1
6日
(

雨
天
決
行
)

集
合
場
所
等
=
千
住
大
橋
駅
前
、
午

前
9
時
か
ら
1
1時
ま
で
受
け
付
け

※
コ
ー
ス
案
内
な
ど
配
付

対
象
=

自
由
参
加
(
小
学
生
以
下
保
護
者
同

伴
)

内
容
=
松
尾
芭
蕉
生
誕
3
6
0年

を
記
念
し
て
、「
奥
の
細
道
」
ゆ
か
り

の
旧
日
光
街
道
を
歩
き
ま
す

コ
ー

ス
=
千
住
大
橋
(
千
住
宿
)
か
ら
草

加
市
(
草
加
宿
)
ま
で
の
約
1
3㎞

※
俳
句
の
投
稿
企
画
あ
り

費
用
=

無
料

申
込
=
当
日
直
接
集
合
場
所

へ

問
先
=
文
化
調
整
係
(
土
・
日
・

祝
日
除
く
)

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

郷
土
博
物
館
(
4

月
2
6日
・
5
月
6

日
・
5
月
1
0日
を
除
く
)

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

参
加
者
募
集
「
親
子
自
然
体
験
交
流
ツ
ア
ー
」

日
程
=
5
月
2
2
日
、
2
3
日
場

所
=
新
潟
県
小
出
町
(
友
好
自
治
体
)

内
容
=
小
出
町
の
自
然
を
満
喫
し
ま

せ
ん
か
。
キ
ャ
ン
プ
や
川
遊
び
、
ク

ラ
フ
ト
、
山
菜
採
り
、
田
植
え
な
ど

の
体
験
が
で
き
ま
す

※
地
元
の
方

の
指
導
が
あ
る
の
で
、
初
め
て
の
方

で
も
安
心
で
す

費
用
=
▽
区
民
交

流
協
会
会
員
…
1
万
4
千
円

▽
会

員
の
家
族
…
1
万
4
千
5
0
0円

▽
一

般
の
方
…
1
万
5
千
円

※
4
歳
～

中
学
生
…
5
千
円

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
会
員
・
一
般
の

別
を
明
記
※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人

ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の

表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず

記
入
。
当
選
者
に
は
後
日
連
絡
。
重

複
申
し
込
み
は
無
効
期
限
=
5
月

1
2
日
必
着
申
・
問
先
=
区
民
交
流

協
会
(
経
済
観
光
課
内
)
〒
1
2
0
・
8

5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

郷
土
博
物
館
の
イ
ベ
ン
ト

□
郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
=
5
月
5
日
、
午
前
1
0
時
・

1
1
時
内
容
=
小
・
中
学
生
に
よ
る

お
囃
子
の
演
奏

出
演
=
押
部
文
化

保
存
会
は
や
し
連
/
五
反
野
祭
囃
子

保
存
会
/
高
砂
祭
囃
子
保
存
会

□
映
画
会
(
無
料
公
開
日
)

日
時
=
5
月
8
日
、
午
前
1
1
時

内
容
=

「
ふ
る
さ
と
の
伝
承

山
ん

太
郎
と
川
ん
太
郎

～
熊
本
・
球
磨

の
妖
怪
～
」
(
4
5分
)
…
妖
怪
伝
説
と

そ
の
風
土
を
探
り
ま
す

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

□
郷
土
博
物
館
の
浮
世
絵
展

日
時
=
5
月
9
日
～
3
0日
/
6
月
2

日
～
2
0日
/
6

月
2
3
日
～
7
月
1
1

日
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5

時

※
毎
週
月
曜
休
館
・
6
月
2
9日

か
ら
7
月
1
日
は
臨
時
休
館

内
容
=

江
戸
時
代
の
豪
華
な
浮
世
絵
を
展

示

費
用
=

▽
大
人
・
:
2
0
0
円

▽

小
・
中
学
生
・
:無
料
(
今
年
度
か
ら
)

▽
団
体
(
2
0
人
以
上
)
・
:半
額

▽

次
の
方
は
無
料
…
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
7
0歳
以
上
の
方
/
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
お
よ
び
介
護
者
1

人
ま
で

※
毎
月
第
2
・
3
土
曜

日
は
無
料
公
開

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

□
資
料
講
座
「
浮
世
絵
を
楽
し
む
会
」

日
時
等
=
表
2

内
容
=
浮
世
絵
原

品
を
間
近
に
見
な
が
ら
描
か
れ
た
作

品
の
背
景
を
考
え
ま
す

定
員
=
各
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
で
希

望
日
を
告
げ
て
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

表2　 浮世絵を楽しむ会日程一覧

※ いずれも土曜日。時間は、午後2時～3時

新
線
ま
ち
め
ぐ
り

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
《
青
井
駅
》

今
月
か
ら
毎
月
2
5日
号
で
、
新

線
開
業
が
待
た
れ
る
「
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
」「
(
仮
称
)
日
暮
里
・

舎
人
線
」
の
駅
周
辺
や
ま
ち
の
風

景
を
お
届
け
し
ま
す
。

青
井
駅
の
ま
わ
り
に
は
、
大
小
様

々
な
公
園
が
点
在
し
ま
す
。
穏
や
か

に
晴
れ
た
日
、
桜
の
下
を
散
歩
す
る

人
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
夢
中
の
少
年

た
ち
。
ま
た
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
し
て

い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
を
静
か
に
風

が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
来
年
秋
の
開
業
に
向
け
、

地
上
で
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
上
を
通
る
補
助
1
4
0号
線
の
道
路
拡

幅
工
事
が
進
み
、
地
下
駐
輪
場
の
出

入
り
口
が
完
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

駅
前
広
場
の
整
備
計
画
は
、
大
詰
め

を
迎
え
、
今
年
の
秋
に
は
、
広
場
工

事
も
始
ま
る
予
定
で
す
。
近
く
の
公

園
と
同
様
、
新
た
な
憩
い
の
場
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
今
は
、バ
ス
か
自
転
車
で
綾
瀬
駅

や
五
反
野
駅
ま
で
出
て
い
る
の
で
、

こ
の
駅
が
で
き
れ
ば
便
利
に
な
る
」

「
都
心
へ
通
勤
し
て
い
る
の
で
、
新

線
開
通
が
待
ち
遠
し
い
で
す
」
と
い

う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
か
れ

ま
し
た
。

期
待
が
ふ
く
ら
む
っ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
。
こ
の
ま
ち
に
住
む
人
も
こ

の
ま
ち
を
訪
れ
る
人
も
、
便
利
で
快

適
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
そ

う
で
す
。
　
　
　
　
　
　

《
広
報
課
》

▲ 青和コミュニティ公園
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
4 月27 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡

例

◆ 申 込 … 申 し 込 み 方 法

◆ 期 限 … 申 し 込 み 期 限

場 ・ 申 ・問 先 … 場 所 ・

申し 込 み先 ・問 い 合 わ せ先

◆ 費 用の 記 載の ない も の は 無料

◆ ( HP) … ホ ー ム ペ ージ アド レ ス

◆ □ … E メー ル アド レ ス

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

□
納
付
書
で
納
め
る

対
象
=
年
金
か
ら
天
引
き
で
き
な
い

方

※
年
金
の
現
況
届
を
提
出
し
て

い
な
い
方
や
、
年
金
を
担
保
に
融
資

を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、
一
定
期

間
は
納
付
書
で
納
め
ま
す

□
介
護
保
険
料
の
納
期

期
限
=
毎
月
末
日

※
納
期
を
過
ぎ

た
場
合
、
翌
月
に
督
促
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。
納
付
状
況
が
分
か
ら
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
将
来
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

□
相
談
窓
口

長
期
滞
納
が
あ
る
場
合
や
支
払
い

が
困
難
な
場
合
は
、
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

更
新
の
場
合
、
認
定
有
効
期
間
が

最
大
2
4
ヵ
月
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た

(従
来
は
1
2ヵ
月
)
。
4
月
以
降
の
申

請
分
か
ら
、
2
4ヵ
月
に
延
長
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
・
問
先
=
介

護
認
定
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
6

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る

「
世
帯
主
」
の
取
り
扱
い

世
帯
主
が
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
の
な
か
に
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
(
被
保

険
者
)
が
い
る
場
合
、
保
険
証
に

「
被
保
険
者
で
な
い
世
帯
主
」
(
以

下
、
擬
制
世
帯
主
)
と
表
示
さ
れ
ま

す
。
届
け
出
に
よ
り
、
被
保
険
者
を

国
民
健
康
保
険
制
度
上
の
世
帯
主
　

(
以
下
、
国
保
主
)
に
変
更
で
き
ま

す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
世
帯
・
:
現
在
、
擬
制
世
帯
で
あ

り
国
保
主
へ
の
変
更
を
希
望
し
て
い

る
/
擬
制
世
帯
主
の
同
意
が
得
ら
れ

る
/
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
/
国

保
主
に
変
更
し
た
後
も
国
民
健
康
保

険
料
の
納
付
や
届
け
出
が
確
実
に
行

え
る
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
運
営
上

支
障
が
無
い
と
認
め
ら
れ
る
/
(
学
)
・

(
遠
)
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

を
国
保
主
と
す
る
届
け
出
で
な
い

※
あ
く
ま
で
保
険
証
の
表
記
の
変
更

で
あ
っ
て
、
住
民
票
上
の
世
帯
主
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

学
校
選
択
制
度
の
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

対
象
=
1
7年
度
に
入
学
す
る
新
1
年

生

※
新
1
年
生
以
外
で
も
、
他
の

市
区
町
村
か
ら
の
転
入
ま
た
は
区
内

転
居
で
学
校
を
変
更
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
学
校
選
択
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す

日
程
=
表
1

問
先
=
就
学

係
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

表1　 学校選択制度日程一覧

特
殊
建
築
物
な
ど
の

定
期
報
告

劇
場
、
ホ
テ
ル
、
大
規
模
物
品
販

売
店
舗
、
病
院
な
ど
、
多
く
の
人
が

利
用
す
る
建
築
物
(
特
殊
建
築
物
な

ど
)
は
、
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
お

よ
び
設
備
の
状
況
に
つ
い
て
、
定
期

的
に
報
告
す
る
よ
う
に
、
建
築
基
準

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
建
築
物
=
表
2

提
出
先
=

東
京
都
防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー

〒
1
5
0・8
5
0
3

渋
谷
区

渋
谷
1
-
1
5
-
9
美
竹
ビ
ル

(
5
4
6
6
)
2
0
0
1

問
先
=
市
街
地
指
導
係

(
3
8
8
0
)
5
9
4
3

表2　16 年度定期報告の対象になる特殊建築物など

( 注1) F ≧3 とは、3階以上の階でその用途に供する部分の床面積の合計が100
㎡ を超えるものです

( 注2) A はその用途に供する部分の床面積の合計です
( 注3) F ≧5 とは、5階以上の階でその用途に供する部分の床面積の合計が100

㎡ を超えるものです
※ 新築または改築( 一部の改築を除<) に係る特殊建築物等の報告時期は、検査済証の交付を受けた直後の時期は除きます

区
立
幼
稚
園
妊
娠
出
産
休

暇
・
育
児
休
業
補
助
教
員

採
用
候
補
者
募
集
(
2
3区
)

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
:昭
和
1
9年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
/

幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
を
現
に

有
す
る
/
国
公
私
立
幼
稚
園
の
正
規

任
用
教
員
と
し
て
1
年
以
上
の
勤
務

実
績
が
あ
る

申
込
=
6
月
1
日
・
2

日
に
所
定
の
書
類
(
募
集
案
内
参

照
)
を
東
京
区
政
会
館
本
館
に
本
人

が
持
参

※
更
新
で
、
過
去
5
年
間

に
勤
務
実
績
が
あ
る
方
は
郵
送
可
(
5

月
2
5日
消
印
有
効
)

募
集
案

内
の
配
布
・
問
先
=
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会

(
5
2
1
0
)
9
7
5
1

区
・
教
職
員
係(

3
8
8
0
)
5
9
7
2

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集
中

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、
環
境

省
や
都
も
支
援
し
て
い
る
「
環
境
活

動
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

昨
年
度
は
、「
川
の
汚
れ
」「
ご
み

の
ゆ
く
え
、水
の
ゆ
く
え
」「
牛
乳
パ

ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
こ
ど
も
環
境
特
派
員
」
と
し
て
区

外
で
現
地
調
査
を
行
う
な
ど
の
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
=
小
・
中

学
生
の
方

活
動
期
間
=
4
月
～
1
7

年
3
月

※
い
つ
か
ら
で
も
登
録
で

き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
環
境
課
事

業
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

子
ど
も
の
「
学
力
向
上
」に
取

り
組
み
ま
す

今
年
、
学
識
経
験
者
、
小
・
中
学

校
長
代
表
、
P
T
A

会
長
代
表
、
教

育
委
員
会
職
員
な
ど
で
構
成
す
る

「
学
力
向
上
推
進
会
議
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
小
・
中

学
校
長
代
表
を
中
心
と
す
る
検
討
委

員
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
新
た
な

施
策
提
案
を
行
い
ま
す
。
す
で
に
、

「
学
力
向
上
に
関
す
る
総
合
調
査
の

早
期
実
施
」「
コ
ア
ス
ク
ー
ル
(
教
育

課
題
に
中
心
的
に
取
り
組
む
学
校
)

の
設
置
」
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す

。

□
「
学
力
向
上
に
関
す
る
総
合
調
査
」

プ
レ
調
査

1
7年
度
か
ら
の
「
学
力
向
上
に
関

す
る
総
合
調
査
」
全
校
実
施
に
向
け

て
、
5
・
6
月
に
「
プ
レ
調
査
」
を

行
い
ま
す
。

プ
レ
調
査
で
は
児
童
・
生
徒
の
学

力
定
着
度
調
査
や
意
識
調
査
、教
員
・

保
護
者
の
意
識
調
査
を
併
せ
て
行
い

ま
す

。
こ
の
調
査
で
は
、単
に
知
識
・

理
解
だ
け
で
な
く
、
学
ぶ
意
欲
、
表

現
力
、問
題
解
決
能
力
な
ど
、児
童
・

生
徒
に
必
要
な
「
学
力
」
を
構
成
す

る
要
素
に
つ
い
て
、
多
面
的
に
実
態

を
把
握
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
授

業
改
善
、
夏
休
み
の
学
習
、
家
庭
と

連
携
し
た
指
導
の
改
善
な
ど
に
生
か

し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
全
校

で
行
う
二
期
制
の
成
果
分
析
や
今
後

の
学
力
向
上
施
策
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。
問
先
=
教
育
改
革
推
進
課

推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

日
程
=
5

月
6
日
脚
・
7
日
脚

※
相
談
の
予
約
も
休
業

問
先
=

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
女
性
相
談
室

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

図
書
館

か
ら
の

お
知
ら
せ

□
図
書
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

特
別
整
理
期
間
や
防
災
点
検
な
ど

の
た
め
、
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休

館
に
な
り
ま
す
。
開
館
中
の
図
書
館

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
休
館
日

=
表
3

問
先
=
中
央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

□
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

活
動
日
程
=
6

月
(
予
定
)

場
所
=

区
内
小
・
中
学
校
の
図
書
館

内
容
=

本
の
整
理
/
補
修
/
読
み
聞
か
せ

ほ
か

※
年
齢
・
経
験
・
資
格
不
問

申
込
=
電
話

期
限
=
5
月
3
1日

申
・
問
先
=
中
央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

表3　5 月の図書館臨時休館日一覧

※ やよい図書館は5 月1 日から開館します

防鳥ネットの正しい使い方

ごみの集積所で防鳥ネットを使用す
る場合、次のことに注意してください。
※ 防鳥ネットは、管轄の清掃事務所で
無料で貸し出しています
ごみ袋を防鳥ネットの奥に入れ、周
囲をしっかり地面につけましょう

ごみ袋が防鳥ネットからはみ出ない
ようにしましょう。 ※ ごみが多く
てネットが足りない場合には、管轄
の清掃事務所に相談してください

防鳥ネットの上にごみ袋を置かない
ようにしましょう

※ ごみ収集後は、速やかに防鳥ネット
を片付けてください

問先= 足立東清掃事務所( 千住地区およ
び国道4 号線の東側)　　3889 ―0711
足立西清掃事務所( 千住地区を除く国
道4 号線の西側)　　　　3853 ―2141
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N
P
O
活
動
に
関
す
る
助
成
金

□
講
座
参
加
費
な
ど
の
助
成
金

有
償
の
講
座
、学
習
会
、セ
ミ
ナ
ー

な
ど
に
団
体
の
構
成
員
が
参
加
し
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成

額
=
参
加
費
の
3
分
の
2
(
上
限
1

万
円
)

□
講
師
謝
礼
金
な
ど
の
助
成
金

団
体
が
講
師
な
ど
を
招
き
、
講
座

を
行
い
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

場
合
、費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
=
講
師
料
の
3
分
の
2
(
1

団
体
に
つ
き
年
1
回
。上
限
3
万
円
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

交
付
は
審
査
・
選
考
の
上
、
決
定

し
ま
す
。
ま
た
、「
助
成
金
だ
よ
り
」

「
講
座
紹
介
だ
よ
り
」
も
発
行
し
て

い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
庶
務
係

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
受
講
生
募
集

忙
し
い
時
期
の
農
作
業
や
農
業
関

連
事
業
へ
の
支
援
の
た
め
に
、
農
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
を
行

い
ま
す
。
日
程
=
5
月
2
4
日
開
講

式
、
以
後
1
1
月
ま
で
に
全
1
2
回
(
原
則

平
日
を
予
定
)
※
実
習
は
、
区
内
農

家
の
畑
を
予
定
対
象
=
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
・
:
区
内
在
住
/
2
0

歳
以
上
/
農
業
に
理
解
や
興
味
が
あ

る
/
農
作
業
に
意
欲
が
あ
る
定
員

=
経
験
者
、
未
経
験
者
各
7
～
8
人

(抽
選
)

費
用
=

実
費
負

担
あ
り
(

衣
服
・
交
通
費
)

※
現
地
で
集
合

、

解
散

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏

名

、年
齢

、職
業
、
農
作
業
経
験
の
有

無

、
自
宅
お
よ
び
平
日
に
連
絡
可
能

な
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
5

月
1
0

日
必
着

※
申
込
結
果
は
申
込
者

全
員
に
通
知

申
・
問
先
=
農
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

都
営
住
宅
(
家
族
・
単
身
者
)

入
居
者
募
集

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=

5
月
6

日
～
1
4
日
(

土
・
日
曜
日
を

除
く
)

配
布
場
所
=

住
宅
管
理
係

、

各
区
民
事
務
所
(

予
定
枚
数
に
達
し

次
第
配
布
終
了
)

※
募
集
内
容
な

ど
く
わ
し
く
は
、「
申
込
用
紙
(
申
込

の
し
お
り
)
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
今
後
の
公
営
住
宅
募
集
(
1
6年
度
)
=

表
4

問
先
=

住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

表4　 今後の公営住宅募集予定一覧( 16年度)
□ 都営住宅

□ 都営 住宅( 地元割り当て) ・区営住宅

防
災
協
力
井
戸
の
募
集

大
地
震
な
ど
災
害
時
の
生
活
用
水

確
保
の
た
め
、
井
戸
を
持
っ
て
い
る

方
は
、
防
災
協
力
井
戸
と
し
て
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
(
現
在
2
0
4カ
所
登

録
)
。登
録
し
た
井
戸
は
、年
に
1
回
、

無
料
で
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
問
先
=
災
害
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

「
資
金
調
達
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

中
小
企
業
参
加
者
募
集

日
時
=
5
月
1
4日
面
、
午
前
1
0時
～

正
午

場
所
=
区
役
所

内
容
=
中

小
企
業
の
経
営
向
上
に
役
立
つ
資
金

調
達
制
度
に
関
す
る
説
明
会

申
込
=

フ
ァ
ク
ス
で
事
業
所
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、「
資
金
調
達
ガ
イ
ダ
ン
ス

参
加
」
を
明
記

申
・
問
先
=
経
営

支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
4

(
F
A
X
)
(
3
8
8
0
)
5
6
0
3

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
で
、
家
庭
用
に
使

用
し
、
過
去
3
年
間
助
成
を
受
け
て

い
な
い
方

内
容
=
生
ご
み
処
理

機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
の
購
入
価

格
の
2
分
の
1
(
上
限
は
1
万
円
)

を
補
助
し
ま
す

※
1
世
帯
1
台
限

り□
「
生
ご
み
不
思
議
発
見
!
　
生
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
」
配
布
中

生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
知
恵
が

満
載
で
す
。
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
レ

シ
ピ
か
ら
手
作
り
コ
ン
ポ
ス
ト
の
作

り
方
ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
配
布
場
所
=
各
区
民

事
務
所
、
各
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、

あ
だ
ち
再
生
館
な
ど

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
普
及
啓
発
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

4
月
1
日
開
設
「
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
あ
だ
ち
千
住
分
室
」

4
月
1
日
か
ら
、
千
住
庁
舎
(
千

住
仲
町
1
9
-
3
)
2
階
に
、「
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
千
住
分
室
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
判
断
能
力
に
不
安
の

あ
る
在
宅
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
生

活
や
金
銭
管
理
な
ど
に
関
す
る
お
手

伝
い
を
す
る
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
」
お
よ
び
「
成
年
後
見
制
度
支

援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち

(
5
6
8
1
)
3
3
7
9

福
祉
管
理
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
1

明
る
い
選
挙
推
進
活
動

「
明
る
い
選
挙
推
進
活
動
」
と
は
、

話
し
あ
い
を
通
じ
て
、政
治
や
選
挙
へ

の
関
心
を
深
め
て
い
く
運
動
で
す
。

こ
の
担
い
手
と
し
て
、
区
で
は
1
2
5

人
を
こ
の
4
月
か
ら
2
年
間
の
任
期

で

「
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
」
に
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で

推
進
委
員
が
話
し
あ
い
活
動
を
始
め

ま
す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

日
本
赤
十
字
社
の
事
業
資
金
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

5
月
は
、日
本
赤
十
字
社
社
資
(
事

業
資
金
)
募
集
運
動
月
間
で
す
。
昨

年
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
(
約
2

千
万
円
)
が
、
国
際
救
援
、
災
害
救

護
、献
血
な
ど
に
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
地

域
支
援
課
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは
4 月27 日

から受け付け

三
世
代
交
流
柏
も
ち
作
り

日
時
=
5
月
1
5
日
出
、
午
後
2
時
～

3
時
3
0分

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
=
西
部
児
童
館
老
人

館
　
　
　
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

プ
チ
展
示
「
舎
人
遺
跡
・

7
世
紀
の
古
代
集
落
跡
」

日
時
=
4
月
2
4
日
～
6
月
2
0
日
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
土
・
日
・
祝

日
も
開
館
)
内
容
=
2
年
度
以
降

に
行
っ
た
舎
人
遺
跡
発
掘
調
査
で
出

土
し
た
古
墳
時
代
終
末
期
か
ら
奈
良

時
代
の
遺
物
を
展
示

場
・
問
先
=

伊
興
遺
跡
公
園
展
示
館

(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

区
内
の
文
化
活
動

□
東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団
第
3
5

回
定
期
演
奏
会

日
時
=
5
月
1
5日
倒
、
午
後
6
時
3
0

分

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
=
君
を
の

せ
て
/
四
国
の
子
ど
も
歌
/
忘
れ
な

ぐ
さ
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

□
第
5
4
回
足
立
区
文
化
祭
「フ
リ
ー

ス
テ
ー
ジ
v
o
l
.
8
」
参
加
者
募
集

参
加
者
説
明
会
=
▽
日
時
・
:
5
月
1
1

日
㈹
、
午
後
7

時

▽
場
所
…
竹
の

塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

文
化
祭
=

▽
日
時
・
:
1
2月
4

日
出
・
5
日
㈲

▽
場
所
…
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー

▽
内
容
=

参
加
者
が
「
観
る
人

、

演
る
人

、
支
え
る
人
」
と
し
て
創
る

構
成
舞
台

対
象
=

月
1

回
程
度
の

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
団
体

申
込
=
電
話
の
上

、
参
加
者
説
明
会

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
実
行
委
員
会
事

務
局
(

文
化
事
業
係
内
)

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

広 げ よ う

地
域

の 輪

「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」

実
施
委
員
会

「
ね
え
、来
月
は
ど
ん
な
こ
と
し
て

遊
ぶ
?

」
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り

楽
し
か
っ
た
か
ら
、ま
た
や
ろ
う
か
」

「
言
葉
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
か
っ

た
か
ら
、
絵
で
や
り
方
を
伝
え
よ
う

よ
」熱

心
に
話
し
合
っ
て
い
る
「
み
ん

な
で
遊
ぼ
う
」
実
施
委
員
会
は
、
障

害
児
の
親
や
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
メ
ン
バ
ー
で
す
。
毎
月
1
回
集
ま

り
、
西
保
木
間
児
童
館
で
行
っ
て
い

る
障
害
児
と
健
常
児
の
交
流
事
業
、

「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」
の
計
画
を
立

て
、
児
童
館
と
一
緒
に
運
営
を
し
て

い
ま
す
。

2
月
の
「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」
は
、

子
ど
も
か
ら
中
学
・
高
校
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
大
人
ま
で
、
1
0
0人
近
く

が
参
加
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
大
き

な
バ
ル
ー
ン
を
飛
ば
し
た
り
、
一
芸

大
会
を
し
ま
し
た
。
遊
び
好
き
の
大

人
の
芸
に
刺
激
さ
れ
、
し
り
ご
み
し

て
い
た
小
学
生
も
次
々
に
出
演
し
、

時
間
が
足
り
な
く
る
ほ
ど
も
り
上
が

り
ま
し
た
。

実
施
委
員
会
で
計
画
し
、
準
備
し

た
こ
と
が
地
域
の
輪
を
広
げ
る
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
障
害
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
小
さ
い
子
か

ら
中
学
・
高
校
生
、
そ
し
て
中
高
年

の
大
人
ま
で
、
世
代
を
超
え
て
「
み

ん
な
で
一
緒
に
遊
ぶ
っ
て
楽
し
い
」

と
思
う
人
が
集
ま
っ
て
活
動
中
で

す
。
第
4
土
曜
日
の
午
後
、
西
保
木

間
児
童
館
に
来
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
一
緒
に
企
画
や
運
営
を
し

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ

て
い
ま
す
。

《
西
保
木
間
児
童
館
》

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車
、

工
場
、
ビ
ル
な
ど
か
ら
の
排
気
ガ
ス

が
、
紫
外
線
を
受
け
て
変
化
し
た
も

の
で
す
。
目
や
の
ど
に
刺
激
を
与
え

た
り
、
植
物
に
も
被
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
夏
だ
け
で
な
く
、
紫
外
線
が
強

く
な
る
春
か
ら
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は

発
生
し
ま
す
。
注
意
報
・
警
報
が
出

た
と
き
は
、
公
共
施
設
な
ど
を
と
お

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
外
出
は
な
る
べ
く
し
な
い

▽
屋
外
の
運
動
は
控
え
る

▽
外
か
ら
戻
っ
た
と
き
は
、
目
を
洗

い
、
う
が
い
を
す
る

※
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
最
寄
り

の
保
健
所
、
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ん
息
な
ど

呼
吸
器
系
の
持
病
の
あ
る
方
は
、
特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
環

境
課
調
査
係(

3
8
8
0
)
5
3
6
7

夕
焼
け
放
送
の
時
間
変
更

夕
焼
け
放
送
は
、
5
月
1
日
か

ら
8
月
3
1日
ま
で
、
午
後
6
時
に

な
り
ま
す
。
問
先
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ひ
ろ
ば

=
会
員
募
集
=

★
ア
ク
テ
ィ
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)
毎

週
金
曜
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
/
う
き

う
き
館
/
無
料
体
験
あ
り
/
子
ど
も

連
れ
可
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0

円
/
遠
藤(

3
8
8
4
)
2
0
8
9

★
話
し
方
教
室
「
豊
話
ク
ラ
ブ
」
毎

月
第
2
・
第
4
金
曜
、
午
後
7
時
～
9

時
/
教
育
研
究
所
/
話
し
方
の
練

習
お
よ
び
勉
強
/
月
額
千
5
0
0円/
菊

田
　
　
　
(
3
8
8
3
)
0
6
5
1

掲

示

板

□
区
民
ハ
イ
キ
ン
グ

集
合
日
時
=
5
月
2
日
脚
、
午
前
8

時

集
合
場
所
=
東
武
日
光
線
「
板

倉
東
洋
大
前
」
駅
西
口
広
場

※
小

雨
決
行

コ
ー
ス
=
渡
良
瀬
遊
水
地

周
遊

費
用
=
5
0
0
円

申
込
=
当
日

現
地
で
受
付

問
先
=
山
岳
連
盟
・

日
暮
　
　
(
3
8
8
1
)
9
8
6
7

□
綾
瀬
い
っ
し
ょ
祭
&
さ
ん
さ
ん
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
5
月
8
日
倒
、
午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
4
5分

内
容
=
デ
ー
ブ
大

久
保
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
模
擬
店
ほ

か

問
先
=
綾
瀬
あ
か
し
あ
園
・
酒

寄
　
　
　
(
5
6
8
2
)
7
2
7
2

綾
瀬
ひ
ま
わ
り
園
・
武
井

(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

□
知
的
障
害
者
の
ヘ
ル
パ
ー
募
集

対
象
=
次
の
資
格
を
有
す
る
方
…
介

護
福
祉
士
/
介
護
保
険
法
の
訪
問
介

護
員
/
障
害
者
(
児
)
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー

※
登
録
制

内
容
=
移
動
介

護
、
家
事
援
助
ほ
か

問
先
=
竹
の

塚
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
5
8
3
1
)
1
7
2
1

◎ お知らせ　4 月10日号8 面、「区部における都市計画道路の整備方針」の記事に関して多くのお問い合わせをいただきました。
その中から主なものをリーフレットにまとめましたので、ご覧ください。 配付場所= 街路課、各区民事務所 《街路課》
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協働して「力強い足立区」をめざします

足立区基本構想審議会の
答申がまとまりました

15年7 月に設置された区基本構想審議
会は、新しい基本構想策定に向けた答申
をまとめ、4月14日区長に提出しました。
区では、この答申を受け、本年中に新た

な基本構想と、その基本構想を実現する
ための基本計画を策定する予定です。

▲ 「力強い足立区をめざしましょう」
恒川惠市審議会会長から鈴木区長へ

□
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
協
働
」

生
活
の
質
の
豊
か
さ
が
重
視
さ

れ
、
社
会
活
動
の
担
い
手
が
多
様
化

す
る
今
後
の
社
会
で
は
、
様
々
な
人

々
や
団
体
が
協
働
し
て
、
力
強
い
区

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

□
3
つ
の
基
本
的
方
向
と
未
来
へ
の

み
ち
す
じ

区
の
有
す
る
資
源
と
課
題
を
考
慮

し
、
3
つ
の
基
本
的
方
向
と
、
政
策

分
野
ご
と
の
未
来
へ
の
み
ち
す
じ
を

ま
と
め
ま
し
た
。

□
構
想
の
実
現
に
向
け
て

答
申
の
内
容
を
、
基
本
構
想
と
し

て
実
現
す
る
た
め
の
提
言
を
し
て
い

ま
す
。

□
区
民
参
画
に
よ
る
基
本
構
想

審
議
会
は
公
開
で
行
わ
れ
、
資
料

や
会
議
録
も
公
開
し
、
中
間
の
ま
と

め
の
段
階
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(区
民
意
見
募
集
制
度
)
を
行
う
な

ど
、
広
く
公
開
し
た
上
で
運
営
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
審
議
会
の
前
に
、公
募
の

区
民
委
員
に
よ
る
「
新
基
本
構
想
策

定
区
民
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
こ
の
区
民
委
員
会
の

答
申
や
勝
手
連
(
地
域
・
グ
ル
ー
プ

で
自
主
的
に
基
本
構
想
を
創
る
活

動
)
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
た
検
討

を
行
う
な
ど
、
今
回
の
基
本
構
想
策

定
の
取
り
組
み
は
、
区
民
と
の
協
働

の
も
と
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

□
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す

区
で
は
、審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

こ
の
答
申
を
十
分
に
尊
重
し
て
、
区

議
会
の
議
決
に
よ
り
基
本
構
想
を
策

定
し
ま
す
。

同
時
に
、
そ
の
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
施
策
や
事

業
を
体
系
化
し
た
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
こ
の
基
本
計
画
で
は
そ
の

仕
事
の
成
果
が
は
っ
き
り
わ
か
る
よ

う
に
、
行
政
評
価
の
仕
組
み
を
組
み

込
ん
だ
も
の
と
な
る
予
定
で
す
。

基
本
構
想
と
基
本
計
画
は
、
本
年

中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

答申概要

基 本 理 念
「さまざまな区民・団体・企業と区役所などが協働して、
住み・働き・学び・活動する『力強い足立区』をめざします」

3つの基本的方向
( 1)創業や改業による区経済の活性化をめざします
( 2)人間の安全保障を進め、安全・安心なまちをめざします
( 3)文化と教育を高め、心豊かで誇れるまちをめざします

未来へのみちすじ
「まちづくり」「暮らしづくり」「人づくり」の3 つの分野にわ
たって提言

<まちづくり分野>
「つくるまちづくり」からの
転換

提言内容
・都市部としては比較的多く残っ
ている土地資源の有効活用
・都営住宅のあり方の再構築
・交通環境の充実
・個性ある街並みの形成など

<暮らしづくり分野>

「 あだちモデル 」の実現

「あだちモデル」 …

▽ 生活の質を重視

▽ より少ない負担で高い区民満足が
得られる

▽ 個人の尊厳が保たれる

▽ 自分の生き方を自分で選択できる

提言内容
・利用者本位の福祉サービスの実現

・自立チャレンジ支援策の推進など

<人づくり分野>
区の未来を支える「人間力」と
「文化力」を備えた人づくり

提言内容
・学校教育改革の推進
・家庭教育の復権
・創業・改業と雇用創出による地域
活性化を担う人材の育成
・内なる国際化の推進など

構想の実現に
向けて

・協働に基づく「新しい公共」の創出
・区政透明化の推進
・行政評価制度の実施
・自治基本条例の制定など

※ 今回お知らせした基本構想審議会答申は、区・ホーム
ページおよび各図書館と区政情報室で、閲覧できます

ご意見・問い合わせは政策課へ
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

3880―5812　( FAX) 3880―5610

審議会等の公開( 5 月分)
会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問

い合わせください。

パブリックコメント( 5 月実施分)
区民の方から意見を募集します。くわしくはお問

い合わせください。

あ
だ
ち
広
報

「
掲
示
板
」
と
「
ひ
ろ
ば
」

あ
だ
ち
広
報
に
は
、「
掲
示
板
」
と

「
ひ
ろ
ば
」
と
い
う
お
知
ら
せ
欄
が

あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
、
皆
さ
ん
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
、
2
つ
の
コ

ー
ナ
ー
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

□
「
掲
示
板
」
…
毎
号
掲
載

国
や
都
な
ど
の
行
政
機
関
(
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
団
体
)
の
催
し
や

お
知
ら
せ
な
ど
の
記
事
を
掲
載
し
ま

す
。

□
「
ひ
ろ
ば
」
(
有
料
掲
載
)
・
:毎
月
2
5

日
号
の
み
掲
載

内
容
=

▽
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集

(月
会
費
が
4
千
円
を
超
え
な
い
こ

と
)

▽
催
し
物
(
区
内
在
住
・
在
勤

者
が
主
催
し
、
区
内
を
会
場
と
す
る

も
の
。
た
だ
し
、
原
則
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
除
く
)

費
用
=
本
文
・
見

出
し
を
含
め
て
、
1
行
(
1
4
文
字
)

あ
た
り
千
円

申
込
=
所
定
の
申
込

書
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
広
報
係
窓
口

へ
持
参

※
申
込
書
は
広
報
係
で
配

付
。
(
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

り
出
せ
ま
す
)

期
限
=
掲
載
希
望

月
の
前
月
1
5日
(
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
)―

―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
広
報
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

(
F
A
X
)
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係　3880- 5815

ポ イ捨て　 や め て!

足立区まちをきれいにする条例
地域活動支援係　　3880―5856

春らんまん
都市農業公園
～花まつり～

4 月11日、都市農業公園で春の花まつりが
開催されました。園内には、五色桜やチュー
リップ、菜の花など春を感じさせる花々が咲
き誇り、訪れた人はそれぞれに春を満喫して
いました。
これからの季節は新緑を楽しむことができ
ます。

五
色
桜
に
囲
ま
れ
て
食
べ
る
お
弁

当
は
春
の
味

▲ 「 お ね えちゃん 、チ ューリップ

描い たら遊 ぼうよ 」

1年生になった～ら♪

みんなで仲 良く 交通安全

春になると真新しいランドセ
ルを背負った新1 年生を見かけ
ます。そんな子どもたちに交通
安全の大切さを教えようと、千
寿小学校の入学式後、千住警察
署の協力で「新入学児童横断訓
練」が行われました。
千寿小学校のそばには区内で
一番大きい千住宮元町交差点が
あり、交通量も激しい地区。警
察官と交通少年団の先導で、横
断歩道を渡る練習をする児童た
ちの表情は、小学生になった充
実感からか、とてもりりしいも
のでした。

▲ 交通ルールを守って元気に学校へ行くよ

古紙配合率100%再生紙を使用しています B. H　289, 190


